
 
2022年 3月 21日放送 

「COVID-19 レジストリを用いた小児と妊婦の重症化因子｣ 

              国立成育医療研究センター 感染症科医長 庄司健介 

はじめに 

本日私は COVID-19 レジストリを用いた小児と妊婦の新型コロナウイルス感染症の研

究に関するお話をさせていただきます。 

はじめに、COVID-19 レジストリについて説明させていただきます。これは正式には

COVID-19 レジストリジャパン、通称 COVIREGI-JP と言われているレジストリです。こ

のレジストリには日本全国から数百の病院が参加しており、新型コロナウイルス感染症

と診断された患者さんの情報が登録されます。私はこれまでにこのレジストリのデータ

を用いて 3つの研究を実施してまいりましたので、その内容についてご紹介させていた

だきます。 

 

小児 COVID-19入院患者の臨床的特徴 

一つ目が、「小児 COVID-19入院患者の臨床的特徴」に関する研究です。小児の COVID-19

は成人に比較して軽症であることが世界的に知られていますが、本邦の小児の COVID-19

入院例の疫学、臨床的特徴、予後に関する情報は限られていました。特に、症状がまっ

たくない無症候

性の患者と、症状

がある患者の背

景の違いについ

ての情報は世界

的にも限られて

いました。そこで
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に登録された 18 才未満の小児患者の疫学的、臨床的特徴について、特に無症候性、症

候性患者の違いに着目して検討しました。この期間中に 1038 人の 18 才未満の小児

COVID-19 の入院例がレジストリに登録されており、無症候性が 308 名、症候性が 730

名でした。まず、全体としては 38℃以上の発熱を認めた患者は 10％程度しかおらず、

頻度が高い咳や鼻汁などの気道症状も 3-4割程度だったことで、症状のみから COVID-19

かどうかを判断することは難しく、周囲での流行や家族の症状など、疫学的情報も併せ

て総合的に判断する必要があると考えられました。また、無症候性患者と症候性患者の

比較では、症候性患者では年齢が低い、基礎疾患のある割合が高いなどの特徴があり、

これらの患者では症状がでやすい可能性があると考えられました。また、全体として

1038 名の入院例のなかで死亡した患者はおらず、本邦においても小児 COVID-19の予後

は良好で、重症化は稀であると考えられました。一方で無症候性が 3割をしめ、また症

状がある患者の多くが軽症

であったにも関わらず、入

院期間の中央値は 8 日間と

比較的長期の入院を要して

おり、これは隔離目的の入

院や、家で面倒を見る人が

いないなどの社会的適応で

の入院が多いことが示唆さ

れました。家族から離れて病院に入院する、ということは子どもの精神面にとって必ず

しも良い事ではないですし、また病院としては医療的ケアが不要な患者の入院が増える

ことで、新型コロナ以外の、本来医療的ケアが必要な子ども達の入院加療が充分行えな

くなってしまうリスクがあり、このような無症状、軽症の COVID-19 の小児をどこでみ

るべきなのかについては国全体としての議論が必要と考えられました。注意点としては

この研究はまだデルタ株や、オミクロン株が流行する前の時期に実施されており、これ

らの変異株の影響は検討できていないことが挙げられます。こちらの研究成果は

Journal of Pediatric Infectious Disease Society という、米国小児感染症学会の機

関誌に掲載されました。 

 

小児の COVID-19の特徴がデルタ株流行でどのように変化したか 

2 つ目の研究は、小児の COVID-19 の特徴がデルタ株流行期になり、それまでとどの

ように変化したかを調査した研究になります。これは 1つ目の研究の限界として、デル

タ株の影響の検討ができなかったことから実施した研究です。同じ COVIREGI-JPのデー

タを用いて、デルタ株か流行する以前の時期である 2020 年 10 月から 2021 年 5 月と、

国内で検出される株の 9割以上がデルタ株であった 2021 年 8 月から 2021 年 10 月の入

院症例の特徴を比較しました。デルタ株流行以前の患者が 950 名、デルタ株流行期の患



者が 349名登録されていました。両期間を通じて、死亡した患者は 0でしたが、一方で

重症患者の指標となる集中治療室に入院を要した患者の数はデルタ株以前が 1 人

（0.1％）であったのに対して、デルタ株流行期は 5 人(1.4%)と、デルタ株期の方が重

症患者の数が多かった可能性が示唆されました。それぞれの期間で入院適応などの背景

が異なっている可能性があり、重症化率を直接比較して検討することは困難でしたが、

少なくとも小児 COVID-19 患者の母数が増えると、その中から一定数でてしまう重症患

者数も増える、という

ことは言えるかと思

われました。また集中

治療室入院を要した

患者 6名の内 3名は喘

息や肥満などの何ら

かの基礎疾患を持つ

患者でした。これらの

事実は今後本邦の小

児への新型コロナワ

クチン接種を考えて

いく上で重要な基礎データになるものと考えられました。この研究の結果は日本感染症

学会/化学療法学会の英文誌である Journal of Infection and Chemotherapy に掲載さ

れました。 

 

妊婦の新型コロナウイルス感染症 

最後に、妊婦の新型コロナウイルス感染症に関する研究の成果をお話します。妊婦さ

んが新型コロナウイルス感染症にかかった場合に、妊娠していない方と比べて症状が重

くなりやすいのか、ということについては重くなりやすいという報告と、変わらないと

いう報告があり、結論がでていませんでした。またどのような妊婦さんが新型コロナウ

イルス感染症にかかった場合に重症化しやすいのか、ということについてもわかってい

ませんでした。そこで COVIREGI-JPのデータを用いて、①妊婦さんと、同年代の非妊婦

さんの新型コロナウイルスかんせんしょう患

者を比較し、妊婦さんが非妊婦さんに比べて

重症になりやすいのかを検討すること、②妊

婦の新型コロナウイルス感染症の中で軽症例

と、中等症以上の患者を比較し、どのような

妊婦さんが中等症以上になりやすいのかを検

討することにしました。今回の研究は 2020 年

1月から 2021年 4月までにレジストリに登録 



された 15 才以上 45 歳

未満の女性を対象とし

ました。最終的に 254

名の妊婦さんと、3752

名の非妊婦さんが研究

対象となりました。ま

ず一つめの検討ですが、

妊婦さんと非妊婦さん

を比較する場合、妊娠

しているかどうか、と

いう条件以外にも基礎疾患を

持っている割合など、重症度

に影響を与えうる因子が異な

っている可能性があるため、

両群間の患者背景をできるだ

け揃える必要があります。そ

こで今回は傾向スコアマッチ

ング解析という手法を用いて、

妊娠しているかしていないか、

ということ以外の条件をできるだけ揃えることにしました。その結果妊婦さん 187名と、

条件のそろった非妊婦さん 935名が選ばれました。この 2群を比較したところ、中等症

以上となっていた割合は妊婦群 9.6％、非妊婦群 4.9％と、妊婦の方が中等症以上にな

りやすそうだ、ということがわかりました。次に、妊婦の新型コロナウイルス感染症

254 名を、軽症例 224名と、中等症以上の症例 30例で、その患者背景を比較しました。

こちらの検討では多変量解析という手法をもちいて、妊娠以外の条件をできるだけ調整

するようにしています。その結果、何らかの基礎疾患があることに加えて、妊娠中期以

降の場合に中等症以上に

なるリスクが高いという

ことがわかりました。これ

までは妊娠後期が重症化

のリスクと言われていま

したが、妊娠中期以降でも

中等症以上になるリスク

となっていることを示し

たのは新しい発見と言え

ます。またこの検討では妊



婦さんは、非妊婦さんに比べて家庭内感染の割合が多かったことも示されました。これ

は妊婦さんご自身のみならず、周囲の同居家族が、密を避ける、会食に行かない、マス

クをつける、ワクチンを接種するなどの基本的な感染対策をしっかりと行った方がよい

ということを示唆していると考えられました。 

この研究に関しては米国感染症学会の機関誌である Clinical Infectious Diseases に

掲載されました。 

 

新型コロナウイルス感染症はいまでも世界中で流行しており、大きな問題であり続け

ています。今回お示しした研究成果が今後の日本や世界の小児や妊婦さんの新型コロナ

ウイルス感染対応に少しでも役に立つことを期待しています。 

 

 
 

番組ホームページは http://medical.radionikkei.jp/kansenshotoday/ です。 

感染症に関するコンテンツを数多くそろえております。 
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